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一
般
社
団
法
人
日
本
医

療
経
営
実
践
協
会（
代
表

理
事
吉
原
健
二
・
厚
生
年

金
事
業
振
興
団
顧
問
）は
、

10
月
30
日（
日
）、
全
国
８

会
場（
北
海
道
１
、
東
京

都
２
、
神
奈
川
県
１
、
石

川
県
１
、
愛
知
県
１
、
大

阪
府
１
、
福
岡
県
１
）で
、

第
２
回「
医
療
経
営
士
２

級
」資
格
認
定
試
験
を
実

施
し
た
。

受
験
申
込
合
計
２
２
０

人
の
う
ち
２
０
２
人
が
受

験（
受
験
率
91
・
８
％
）し
、

38
人
が
合
格
し
た（
合
格

率
18
・
８
％
前
回
比
＋

１
・
８
％
。
第
１
・
第
２

両
分
野
合
格
が
条
件
）。

●
合
格
者
の
種
別
構
成

〔
分
野
別
〕

第
１
分
野
の
み
受
験

（
第
１
回
試
験
で
第
２
分

野
の
み
合
格
し
た
者
）７

人
、
合
格
者
12
人（
35
・

３
％
）。

第
２
分
野
の
み
受
験

（
第
１
回
試
験
で
第
１
分

野
の
み
合
格
し
た
者
）34

人
、
合
格
者
12
人（
35
・

３
％
）

〔
３
級
合
格
取
得
別
〕

３
級
取
得
者
で
は
、
第

１
分
野
の
み
合
格
17
人

（
13
・
９
％
前
回
比
△
11

・
５
％
）、
第
２
分
野

の
み
合
格
２
人（
１
・
６
％

前
回
比
△
３
・
２
％
）。

３
級
未
取
得
者
で
は
、

「
３
級
相
当
問
題
」基
準
到

達
者
22
人（
到
達
率
56
・

４
％
前
回
比
＋
17
・

３
％
）。
第
１
分
野
の
み

合
格
２
人（
５
・
１
％
前
回

比
△
３
・
６
％
）、
第
２
分

野
の
み
合
格
２
人（
５
・

名古屋会場(ウィルあいち)での試験前の様子。当
会場では3級29名、2級12名が受験した。

（1）年齢別構成

◆第2回試験受験者の構成

（2）男女別構成 （3）職業別構成 （4）都道府県別構成
（上位5都府県／受験者の届け出住所地）

～29歳以下50歳以上
～59歳以下

60歳以上

19人
（9.4％）

30歳以上
～39歳以下
90人（44.6％）

  6人（3.0％）

32人（15.8％）

40歳以上
～49歳以下
55人（27.2％）

男性
163人（80.7％）

女性
39人（19.3％）

その他（個人等）
 28人（13.9％）

大学・短大生
1人（0.5％）

医療関連企業勤務者
72人（35.2％）

病医院勤務者
101人（50.0％）

東京都
51人（25.2％）

福岡県
15人（7.4％）

大阪府
17人（8.4％）

神奈川県
17人（8.4％）

千葉県 
10人（5.0％）

その他 計 
92人（45.5％）

受験申込数
（人）

受験数
（人）

合格数
（人）

合格率
（％）

両分野受験（3級取得者） 133 122 15 12.3

1分野のみ受験（3級取得者）※1 7 7 3 42.9

2分野のみ受験（3級取得者）※2 37 34 12 35.3

両分野受験（3級未取得者）※3 43 39 8 20.5

合計 220 202 38 18.8

（第1回・第2回試験累計） 419 390 70 17.9

※1：3級取得者のうち2分野のみ合格した者
※2：3級取得者のうち1分野のみ合格した者
※3：�3級未取得者で2級試験を直接受験する者は、「3級相当分野」問題（30問）を受験し、

基準に到達しなければ、2級試験の採点過程に進むことができない

試 験 日 2012年２月５日（日）

時 間 10：15〜11：35（80分）

受 験 料 8,400円（税込）

試験会場 ・東京会場（千代田区）
・札幌会場（札幌市）　・仙台会場（仙台市）　
・大阪会場（大阪市）　・名古屋会場（名古屋市）
・金沢会場（金沢市）　・福岡会場（福岡市）

主 催 一般社団法人 日本医療経営実践協会

お 申 込・
お問合先

一般社団法人 日本医療経営実践協会
ＴＥＬ：０３-５２９６-１９３３
ＦＡＸ：０３-５２９６-１９３４
URL：http://www.jmmpa.jp/

※  団体受験（10名以上）による認定会場（現地）の設置などご相
談承ります

「医療経営士3級」資格認定試験出題範囲

医療サービス
分野・基礎

医療人としての基礎知識（医療界、医療機関の構
造・医療関連産業論）

医療サービス
分野・総合

医療史（医療法規・医療行政史／医療経営史／
診療科目・医療技術の進化の歴史）
医療法規・医療行政の基礎知識
医療サービス概論（患者サービス論）医療人として
の倫理（生命倫理／医療倫理）

１
％
前
回
比
＋
５
・

１
％
）。

〔
年
齢
別
〕

受
験
者
全
体
で
は
、
30

歳
以
上
39
歳
以
下
が
90
人

（
44
・
６
％
前
回
比
＋
５
・

８
％
）で
最
多
。

両
分
野
合
格
者
で
は
、

29
歳
以
下
２
人（
５
・
３
％

前
回
比
＋
５
・
３
％
）、
30

歳
以
上
39
歳
以
下
で
18
人

（
47
・
４
％
前
回
比
＋
９
・

９
％
）、
40
歳
以
上
49
歳

以
下
７
人（
18
・
４
％
前
回

比
△
22
・
２
％
）、
50
歳
以

上
59
歳
以
下
９
人（
23
・

７
％
前
回
比
＋
１
・

８
％
）。

〔
男
女
別
〕

受
験
者
全
体
で
は
、
男

性
１
６
３
人（
80
・
７
％
前

回
比
△
４
・
９
％
）、
女
性

39
人（
19
・
３
％
前
回
比

＋
４
・
９
％
）。

両
分
野
合
格
者
で
は
、

男
性
34
人（
89
・
５
％
前
回

比
＋
２
％
）、
女
性
４
人

（
10
・
５
％
前
回
比
△

２
％
）。

〔
職
業
別
〕

受
験
者
全
体
で
は
、
病

医
院
勤
務
者
が
１
０
１
人

（
50
・
０
％
前
回
比
＋

10
・
６
％
）で
最
多
。

両
分
野
合
格
者
で
は
病

医
院
勤
務
者
19
人（
50
・

０
％
前
回
比
＋
６
・

２
％
）、
医
療
関
連
企
業

勤
務
者
９
人（
23
・
７
％
前

回
比
△
１
・
３
％
）、
大
学

生
・
短
大
０
人（
前
回
比

±
０
）、そ
の
他（
個
人
等
）

20
人（
26
・
3
％
前
回
比

△
４
・
９
％
）。

〔
都
道
府
県
別
〕

受
験
者
全
体
で
は
、
東

京
都
51
人（
25
・
１
％
前
回

比
△
９
・
５
％
）で
最
多
。

両
分
野
合
格
者
も
、
東

京
都
５
人（
13
・
２
％
前

回
比
△
27
・
４
％
）で
最

多
。そ

の
他
、
詳
細
に
つ
い

て
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（www.jm
m

pa.jp/

）
を

参
照
さ
れ
た
い
。

第
２
回「
医
療
経
営
士
２
級
」資
格
認
定
試
験

2011年12月22日（木）受験エントリー締切!　第５回「医療経営士３級」資格認定試験

◆第２回「医療経営士２級」資格認定試験　結果概要

●発　行／一般社団法人
	 日本医療経営実践協会
	 （JMMPA）
〒101-0033　東京都千代田区神田岩本町4-14
� 神田平成ビル7F

●編　集／日本医療企画
●1日発行

お問い合わせ先　　一般社団法人 日本医療経営実践協会 事務局　TEL.03-5296-1933　FAX.03-5296-1934　http://www.jmmpa.jp/
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第
２
回「
医
療
経
営
士
２
級
」38
人
合
格
、第
４
回「
医
療
経
営
士
３
級
」97
人
合
格

全
国
の「
医
療
経
営
士
２
級
」合
格
者
70
人
、

「
３
級
」合
格
者
１
０
０
０
人
突
破

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会（
代
表
理
事
吉
原
健
二
・
厚
生
年
金
事
業
振
興
団
顧
問
）は
10
月
30
日
、
第
２
回「
医
療
経
営
士
２
級
」資
格
認
定
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
全
国

8
会
場
で
２
０
２
人
が
受
験
、
38
人
が
合
格
し
た
。
ま
た
、
同
日
、
第
４
回「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験
も
実
施
。
全
国
12
会
場
で
、
４
１
８
人
が
受
験
、
97
人
が
合
格
し
た
。
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11
月
22
日
、
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
は「
第
１
回
医
療
経
営
士
２
級
研
究
会
」を
開
催
。ま
た
、
11
月
24
日
、
日
本

医
療
経
営
実
践
協
会
関
東
支
部
は「
第
１
回
問
題
解
決
型
研
究
会︻
仮
説
編
︼」を
開
催
し
た
。

Repor
t

レポート

「
医
療
経
営
士
２
級
・
３
級
の
研
究
会
活
動
」レ
ポ
ー
ト

第
１
回

２
級
合
格
者
が
集
い
、医
療
界
に
お
け
る
問
題
解
決
の

た
め
の
情
報
提
供
・
意
見
交
換
会
が
始
ま
る
！

受
験
申
込
合
計
４
７
２

人
の
う
ち
４
１
８
人
が
受

験（
受
験
率
88
・
６
％
／

３
月
13
日
実
施
第
２
回

「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格

認
定
試
験
受
験
予
定
者
の

振
替
を
含
む
）し
、
97
人

が
合
格
し
た（
合
格
率

第
４
回「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験
、

４
１
８
人
が
受
験
、97
人
が
合
格

10
月
30
日
、
全
国
12
会
場（
北
海
道
１
、
栃
木
県
１
、
東
京
都
４
、
神
奈
川
県
１
、
石
川
県
１
、

愛
知
県
１
、
大
阪
府
２
、
福
岡
県
１
）で
、
第
４
回「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験
も
実
施

さ
れ
、
４
１
８
人
が
受
験
、
97
人
が
合
格
し
た
。

（1）年齢別構成 （2）男女別構成

（3）職業別構成 （4）都道府県別構成
（上位5都府県／受験者の届け出住所地）

50歳以上
～59歳以下

～29歳以下
75人（17.9％）

30歳以上
～39歳以下
181人（43.3％）

60歳以上 8人（1.9％）

51人（12.2％）

40歳以上
～49歳以下
103人（24.6％）

男性
323人（77.3％）

女性
95人（22.7％）

その他 84人（20.1％）

大学・短大生
13人（3.1％）

医療関連企業勤務者
87人（20.8％）

病医院勤務者
234人（56.0％）

神奈川県
46人（11.0％）

福岡県 25人（6.0％）

その他の県
230人

（55.0％）

埼玉県
27人（6.5％）

東京都
44人（10.5％）

大阪府
46人（11.0％）

①第4回試験 ②第1回～第4回試験累計

（１）受験申込者数 472人 （１）受験申込者数 1,819人

（２）受験者数 418人 （２）受験者数 1,659人

（３）合格者数 97人 （３）合格者数 1,008人

（４）合格率（％） 23.2％ （４）合格率（％） 60.8％

◆第4回「医療経営士3級」資格認定試験　結果概要

◆ 第4回3級試験受験者の構成 ◆

11
月
22
日
、
日
本
医
療

経
営
実
践
協
会
は
、
第
１

回「
医
療
経
営
士
２
級
」研

究
会
を
開
催
し
た
。
テ
ー

マ
は「
未
収
金
と
病
院
経

営
の
実
態
」、
情
報
提
供

者
は
岡
本 

正 

氏（
２
級

／
弁
護
士
）。コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
医
療
経
営
士

テ
キ
ス
ト
執
筆
者
の
上
林 

茂
暢 

氏（
医
療
法
人
財
団

健
愛
会 

柳
原
ホ
ー
ム
ケ

ア
診
療
所
医
師
／
龍
谷
大

学
名
誉
教
授
）
を
招
き
、

医
療
機
関
勤
務
者
、
ヘ
ル

ス
ケ
ア
関
連
事
業
で
働
く

「
医
療
経
営
士
２
級
」合
格

者
５
名
で
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

＂
古
く
て
新
し
い
経
営
課
題
＂﹁
外
来
待
ち
時
間
﹂に
つ
い
て

全
員
参
加
型
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施

日
本
医
療
経
営
実
践
協

会
関
東
支
部
は
11
月
24

日
、
第
１
回
問
題
解
決
型

研
究
会︻
仮
説
編
︼を
日
本

医
療
企
画
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー

ム（
東
京
都
千
代
田
区
）で

開
催
し
た
。テ
ー
マ
は「
外

来
待
ち
時
間
対
策
」。
当

日
は
関
東
周
辺
の
医
療
機

関
事
務
職
員
を
中
心
に
14

名
が
参
加
し
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
た
。

冒
頭
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
の
秋
田
啓
次
氏（
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

フ
ェ
ロ
ー
）よ
り
、「
問
題

を
定
義
す
る
前

に
、
苦
情
が
起

き
る
背
景（
医
療

を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
や
医

療
市
場
の
特
殊

性
）の
理
解
が
重

要
」と
解
説
。

グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
３

班
に
分
か
れ
て
、

自
院
の
現
状
と

問
題
を
抽
出
し
、

●  

「
医
療
経
営
士
２
級
」研
究
会

●  

関
東
支
部
研
究
会

各グループにアドバイスをする秋田氏（写真正面）

※住所地および勤務地に基づく分類

都道府県 合格者数
合計

地域ブロック
合計

北海道 北海道 27 27人
（全体の2.6％）

東北

青森県 1

25人
（2.5％）

岩手県 1
宮城県 14
秋田県 2
山形県 3
福島県 4

関東

茨城県 7

477人
（47.3％）

栃木県 17
群馬県 16
埼玉県 68
千葉県 35
東京都 262
神奈川県 72

北陸

新潟県 6
56人

（5.5％）
富山県 16
石川県 29
福井県 5

東海

山梨県 1

69人
（6.8％）

長野県 14
岐阜県 17
静岡県 12
愛知県 25

関西

三重県 6

162人
（16.1％）

滋賀県 4
京都府 15
大阪府 86
兵庫県 44
奈良県 3
和歌山県 4

中国

鳥取県 2

29人
（2.9％）

島根県 0
岡山県 11
広島県 10
山口県 6

四国

徳島県 11
25人

（2.5％）
香川県 2
愛媛県 9
高知県 3

九州

福岡県 64

135人
（13.4％）

佐賀県 7
長崎県 16
熊本県 20
大分県 9
宮崎県 13
鹿児島県 6

沖縄 沖縄県 3 3人
（0.3％）

2011年11月15日現在の全国の
「医療経営士3級」分布（1,008人）

23
・
2
％
）。

第
３
回
試
験
ま
で
の
合

格
者
９
１
１
人
と
合
わ
せ

昨
今
の
医
療
費
滞
納
が

社
会
問
題
化
す
る
中
、
未

収
金
が
病
院
経
営
に
及
ぼ

す
影
響
を
検
証
し
、
改
善

に
必
要
な
対
応
に
つ
い
て

検
討
。
院
内
の
事
前
管
理

体
制
の
強
化（
Ａ
Ｔ
Ｍ
設

置
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

支
払
の
対
応
等
）と
事
後

対
策（
必
要
に
応
じ
た
法

的
手
続
き
）に
つ
い
て
事

例
を
交
え
な
が
ら
の
議
論

が
行
わ
れ
た
。

上
林
氏
は
、「
な
ぜ
未

収
金
問
題
が
起
こ
る
の

か
、
本
質
を
捉
え
る
こ
と

で
真
の
具
体
策
を
見
い
だ

せ
る
の
で
は
な
い
か
」と

総
括
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
が
発
表
を
行
っ

た
。
主
に「
患
者
の
待
ち

意
識
の
問
題
」、「
待
ち
時

間
そ
の
も
の
の
問
題
」に

焦
点
を
絞
り
問
題
の
明
確

化
が
図
ら
れ
た
。
明
確
化

さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
は

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
持
ち
帰

り
、
各
々
連
絡
を
取
り
合

い
な
が
ら
解
決
策
を
検
証

す
る
。

次
回
は
２
０
１
２
年
２

月
２
日︻
検
証
／
ツ
ー
ル

開
発
編
︼
に
再
集
結
し
、

実
践
成
果
の
検
証
、「
改

善
ツ
ー
ル
」の
共
同
開
発

を
目
指
す
。

て
、
全
国
の「
医
療
経
営

士
３
級
」は
１
０
０
８
人

と
な
っ
た
。
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哲
学
者
と
し
て
の
筆
者

が
医
療
経
営
士
上
級
テ
キ

ス
ト『
医
療
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン　

医
療
従
事

者
と
患
者
の
信
頼
関
係
』

（
日
本
医
療
企
画
）を
分
担

執
筆（
荒
木
登
茂
子
共
著
）

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た

の
は
、
昨
年
の
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
時
に
は
も
ち
ろ

ん
、
東
日
本
大
震
災
の
発

生
な
ど
は
夢
に
も
思
わ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
医
療

現
場
に
お
け
る
正
確
で
豊

か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
現
在
、
特
に
危
機

管
理
的
な
意
味
で
、
存
在

論
や
論
理
、
倫
理
、
人
格

発
達
に
基
づ
く
最
も
根
底

的
な
発
想
が
必
要
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
前

提
に
、
テ
キ
ス
ト
執
筆
に

勤
し
ん
だ
の
は
当
然
で
あ

る
。そ

し
て
、
あ
の
大
災
害

が
起
き
た
。
被
害
に
遭
わ

災害時におけるリスクマネジメント
コミュニケーションの側面からの
10カ条（その① １〜５カ条）

東日本大震災の発生を受け、災害の発生に備えるためのリスクマ
ネジメントが医療機関にも求められている。そこで今回は、医療経
営士テキストシリーズの『医療コミュニケーション　医療従事者と
患者の信頼関係』の執筆を担当した、九州大学哲学会会長・地域健
康文化学研究所所長の荒木正見氏に、コミュニケーションの視点
から考えるリスクマネジメントについて解説してもらう。

リレー連載 医療経営士として押さえておくべき最新［医療経営］情報	 第11回

れ
た
方
々
の
苦
し
さ
、
悲

し
さ
や
、
現
場
で
復
興
に

か
か
わ
る
方
々
の
尊
い
ご

尽
力
を
目
の
当
た
り
に

し
、
哲
学
と
い
う
抽
象
的

な
学
問
に
か
か
わ
る
自
ら

は
ど
の
よ
う
に
お
手
伝
い

す
れ
ば
よ
い
の
か
、
自
問

自
答
を
繰
り
返
す
毎
日
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
究
極

の
危
機
管
理
と
も
言
わ
れ

る
哲
学
的
思
考
を
発
揮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
講
演
や
講
義
の
依
頼
に

目
覚
め
て
、
改
め
て
上
記

の
テ
キ
ス
ト
を
振
り
返

り
、
い
っ
そ
う
真
摯
に
具

体
的
問
題
を
考
え
る
こ
と

と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

哲
学
の
普
遍
性
か
ら
言
え

ば
、
目
の
前
に
あ
る
問
題

解
決
の
根
底
的
目
安
を
提

起
し
せ
め
て
例
示
す
る
程

度
に
と
ど
め
て
、
そ
の
先

は
諸
学
の
専
門
家
に
委
ね

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が

隔
靴
掻
痒
な
と
こ
ろ
で
あ

る
。以

下
、
医
療
従
事
者
か

ら
は
い
ま
さ
ら
と
言
わ
れ

る
こ
と
を
謝
罪
し
つ
つ
、

哲
学
的
根
底
か
ら
発
す
る

災
害
時
に
お
け
る
医
療
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

の
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
側
面
か
ら
の
10
カ
条

究
極
の
危
機
管
理
と
も
言
わ
れ
る

哲
学
的
思
考
の
発
揮

あらき・まさみ●1946年生まれ。九州
大学大学院哲学哲学史専攻科出身。
日本赤十字九州国際看護大学、福岡
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門は、哲学、人格発達論、ストレスマネ
ジメント、医療経営管理論、医療倫理
学、医療コミュニケーション論など

を
列
記
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

①  

危
機
状
況
に
な
る
ほ

ど
改
め
て
論
理
的
検

証
性
が
求
め
ら
れ
、か

つ
て
真
理
と
思
っ
て

い
た
こ
と
に
つ
い
て

論
理
を
追
っ
て
検
証

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

いこ
の
実
現
の
た
め
に

は
、
正
し
い
情
報
と
論
理

的
因
果
性
に
必
須
の
因
果

を
成
立
さ
せ
る
前
提
の
検

証
が
求
め
ら
れ
る
。

②  

正
確
な
伝
達
を
可
能

に
す
る
た
め
に
、起
承

転
結
に
根
差
し
た
正

確
か
つ
わ
か
り
や
す

い
論
理
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
を

日
頃
か
ら
行
っ
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い

筆
者
は
講
演
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
、「
私
の
好

き
な
食
べ
物
に
つ
い
て
起

承
転
結
で
述
べ
よ
」
と

い
っ
た
簡
単
な
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
を
課
す
が
、
現
在
、

起
で
は
○
○
が
好
き
だ
と

い
う
こ
と
を
明
確
に
述
べ

る
。
承
で
は
そ
の
理
由
や

食
べ
物
の
製
法
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
、
転
で
は
結
論

を
強
化
す
る
、
違
う
側
面

か
ら
の
考
察
や
結
論
に
対

す
る
反
論
す
な
わ
ち
、
そ

の
食
物
の
リ
ス
ク
な
ど
を

述
べ
さ
ら
に
そ
れ
を
否
定

す
る（
二
重
否
定
）。
そ
し

て
結
で
は
こ
れ
ま
で
の
論

理
を
簡
潔
に
述
べ
て
結
論

を
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
な

簡
単
な
課
題
で
日
常
訓
練

し
て
お
く
と
、
危
機
的
状

況
で
取
り
急
ぎ
連
絡
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
で

も
的
確
に
伝
達
で
き
る
。

ま
た
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・

ア
ク
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

の
自
由
記
述
欄
も
起
承
転

結
を
意
識
し
て
記
述
す
る

と
伝
達
力
が
高
ま
る
。

③  

危
機
状
況
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
求
め
ら
れ

る
、生
き
ら
れ
る
だ
け

生
き
る
こ
と
の
価
値
、

多
様
性
の
危
機
管
理

的
価
値
、危
機
管
理
を

考
慮
す
れ
ば
知
識
は

無
限
に
必
要
だ
が
同

時
に
実
行
し
て
良
い

知
識
と
実
行
し
て
は

な
ら
な
い

知
識
を
峻
別
す
る
知
恵

が
必
要
、
な
ど
と
い
っ
た

人
類
全
体
の
生
存
に
か
か

わ
る
倫
理
的
な
側
面
を
日

頃
か
ら
熟
知
し
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
医
療
現
場
と

い
う
最
先
端
に
お
い
て
瞬

時
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
的

判
断
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
厳
格
さ
は
、
医

療
従
事
者
な
ら
誰
も
が
受

け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。

④  

真
の
癒
し
へ
の
道
を

第9回　CIO研究会講演会のご案内

今月の
講師 荒木正見 氏

九州大学哲学会会長／
地域健康文化学研究所所長

意
味
す
る
人
格
発
達

の
必
要
性
と
い
っ
た
、

人
間
学
的
側
面
を
理

解
す
る

誰
か
を
支
援
す
る
際
に

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
失

わ
れ
た
生
命
を
自
ら
の
も

の
と
し
て
強
く
生
き
る
こ

と
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
、
人
格
発
達
論

の
知
識
が
合
理
的
判
断
や

ふ
さ
わ
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
し
、

支
援
す
る
側
も
ま
た
そ
の

こ
と
で
人
格
発
達
を
遂
げ

る
こ
と
を
具
体
的
に
理
解

し
、
疲
れ
を
癒
し
へ
と
変

換
で
き
る
の
で
あ
る
。

⑤  

医
療
者
が
自
分
自
身

の
バ
イ
ア
ス（
傾
向

性
）を
自
己
認
識
し
て

お
く

危
機
状
況
で
ス
ト
レ
ス

が
増
せ
ば
増
す
ほ
ど
、
特

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
面
で
自
分
の
地
が
表

出
し
や
す
い
。
そ
れ
を
冷

静
に
抑
え
る
こ
と
が
第
一

で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に

主　催 ： CIO研究会

開催日 ： 2011年12月9日（金） 13：00〜16：30（受付12：30）

会　場 ： NEC三田ハウス 芝クラブ 301室（東京都港区芝5-21-7）

会　費 ： 一般社団法人日本医療経営実践協会 会員　3,000円（情報交換会費用を含む）
医療経営士2級・3級合格者　4,000円　※通常、一般 5,000円

お申込 ：
以下リンクの「お問い合わせタブ」からできます。　http://www.cioa.jp/index.html
お申込時、あるいは当日受付時に、協会会員番号、合格者番号を係の者にお伝えください。

日本医療経営実践協会 会員優待

第１部 「病院情報システムのクラウド化とその効果」
山下 芳範　福井大学 医学部附属病院 医療情報部  副部長

第２部 「ビッグデータを取り扱うアーキテクトについて」
森川 富昭　徳島大学病院 病院情報センター センター部長

第3部 「eHR構築を指揮するCIOが体現するマネジメントとガバナンスの流儀」
井形 繁雄　Annexe R&D株式会社 代表取締役（医療経営士２級）

終了後 情報交換会を予定しております。

主
な
内
容

は
自
分
自
身
を
認
知
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。筆
者
は
日
常
こ
れ
を
、

エ
リ
ク
ソ
ン
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
や
、
Ｔ
Ａ（
交
流

分
析
）の
エ
ゴ
グ
ラ
ム
の

目
安
な
ど
を
参
考
に
す
べ

く
述
べ
て
い
る
が
、
他
に

も
自
己
認
知
を
促
す
質
問

を
作
成
し
て
、
自
己
訓
練

の
機
会
を
提
供
し
て
い

る
。
た
と
え
ば
、「
人
生

で
必
要
な
３
つ
の
力
と
言

え
ば
？
」と
い
っ
た
問
い

で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
日
頃
か
ら
自
分
自
身
を

認
識
し
、
必
要
に
応
じ
て

よ
り
成
長
す
る
た
め
の
訓

練
を
し
て
お
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
し
、
ま
た
、
危

機
状
況
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
個
々
の
事
態
に
お
い

て
、
自
己
の
悪
し
き
バ
イ

ア
ス
を
加
え
て
い
な
い
か

を
反
省
し
つ
つ
対
処
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

＊

次
回
は
、
残
り
の
５
カ

条
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

ISBN978-4-89041-938-8
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入
院
・
外
来
・
在
宅
医
療

の
方
向
性
を
提
示

厚
生
労
働
省
は
10
月
５

日
、
中
医
協
の
総
会（
会

長
＝
森
田
朗
・
東
京
大
学

大
学
院
教
授
）を
開
催
し
、

次
期
診
療
報
酬
改
定
に
向

け
た
議
論
を
行
っ
た
。

当
日
は
ま
ず
、
保
険
局

医
療
課
の
鈴
木
康
裕
課
長

が「
入
院
・
外
来
・
在
宅

医
療
に
つ
い
て（
総
論
）」

の
説
明
を
行
っ
た
。

こ
の
う
ち
入
院
医
療
に

つ
い
て
は
、
病
院
勤
務
医

の
負
担
が
大
き
い
こ
と

や
、
現
行
の
診
療
報
酬
体

系
が
高
度
急
性
期
、
一
般

急
性
期
、
亜
急
性
期
等
に

応
じ
た
評
価
体
系
と
な
っ

て
い
な
い
こ
と
、
病
棟
の

機
能
ご
と
に
必
要
な
病
床

数
が
明
確
に
な
っ
て
い
な

い
こ
と
な
ど
が
課
題
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
今
後
の

方
向
性
と
し
て
、
病
院
医

医療経営士のための

News
Topics

&

療
従
事
者
の
負
担
軽
減
、

急
性
期
へ
の
医
療
資
源
の

集
中
投
入
を
含
め
た
入
院

医
療
の
機
能
分
化
の
推

進
、
高
度
急
性
期
・
一
般

急
性
期
・
亜
急
性
期
な
ど

患
者
の
状
態
に
応
じ
た
診

療
報
酬
体
系
の
検
討
な
ど

が
論
点
と
し
て
提
示
さ
れ

た
。ま

た
、
一
般
病
棟
で
在

院
日
数
が
90
日
を
超
え
る

よ
う
な
長
期
入
院
患
者
の

大
部
分
が
出
来
高
払
い
の

特
定
除
外
患
者
で
、
包
括

払
い
の
医
療
療
養
病
棟
の

長
期
入
院
患
者
と
診
療
報

酬
上
の
評
価
が
異
な
っ
て

い
る
と
し
て「
慢
性
期
患

者
の
診
療
報
酬
体
系
の
整

理
」を
挙
げ
た
ほ
か
、
医

療
提
供
が
困
難
な
地
域
な

ど
で
見
ら
れ
る
高
度
急
性

期
医
療
か
ら
亜
急
性
期
医

療
ま
で
の
一
体
的
な
対
応

に
つ
い
て
、「
地
域
に
密

着
し
た
病
床
の
範
囲
や
診

療
報
酬
上
の
評
価
に
つ
い

て
の
検
討
」の
必
要
性
を

指
摘
し
て
い
る
。

在
宅
医
療
に
つ
い
て

は
、
ニ
ー
ズ
の
さ
ら
な
る

増
加
を
見
据
え
、
在
宅
医

療
を
支
え
る
医
療
機
関
の

増
加
や
看
取
り
機
能
の
充

実
を
課
題
と
し
て
挙
げ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
要
介

護
認
定
者
へ
の
訪
問
看
護

に
つ
い
て
、
一
時
的
に
医

療
保
険
で
利
用
で
き
る
仕

組
み
を
不
適
切
に
運
用
し

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

た
。こ

れ
を
受
け
て
、
在
宅

医
療
を
担
う
診
療
所
等
の

機
能
強
化
や
、
緊
急
時
対

応
体
制
の
構
築
・
看
取
り

を
行
っ
て
い
る
診
療
所
、

周
辺
に
診
療
所
が
な
い
在

支
病
の
評
価
の
あ
り
方
、

要
介
護
認
定
者
に
対
す
る

訪
問
看
護
必
要
な
医
療
が

適
切
に
提
供
さ
れ
る
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
が
今
後

の
方
向
性
と
し
て
明
記
さ

れ
た
。

厚
労
省
が
描
く
一
連
の

青
写
真
に
対
し
て
、
委
員

か
ら
大
き
な
反
対
意
見
は

見
ら
れ
ず
、
各
論
の
議
論

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

人
口
20
万
人
を
２
次
医
療

圏
設
定
の
目
安
に

厚
生
労
働
省
は
10
月
６

日
、「
医
療
計
画
の
見
直

し
等
に
関
す
る
検
討
会
」

（
座
長
＝
武
藤
正
樹
・
国

際
医
療
福
祉
大
大
学
員
教

授
）を
開
催
し
、
２
次
医

療
圏
見
直
し
に
関
す
る
検

討
を
行
っ
た
。

事
務
局
か
ら
第
５
次
医

療
計
画
に
お
け
る
主
な
問

題
点
と
し
て
①
２
次
医
療

圏
の
設
定
状
況
に
患
者
の

受
領
行
動
や
人
口
・
面
積

●  

厚
生
労
働
省

の
差
が
あ
る
こ
と
、
②
医

療
計
画
に
置
い
て
定
量
的

な
目
標
設
定
が
十
分
に
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③

目
標
と
施
策
の
関
連
付
け

や
医
療
計
画
を
策
定
後
の

評
価
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
、な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

２
次
医
療
圏
の
設
定
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
現
行

の
医
療
計
画
作
成
指
針
に

お
い
て
、
医
療
圏
の
設
定

に
つ
い
て
人
口
構
造
、
患

者
の
受
療
の
状
況
な
ど
を

検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
数
値
に
よ
る
目

安
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
作
成
指
針
の
見
直

し
に
お
い
て
、
現
行
の
２

次
医
療
圏
に
お
け
る
人

口
、
医
療
圏
を
超
え
た
流

入
・
流
出
割
合
な
ど
患
者

の
受
療
状
況
を
評
価
し
、

そ
の
特
徴
を
と
ら
え
る
こ

と
が
必
要
と
説
明
し
た
。

２
０
０
８
年
の
患
者
調

査
を
用
い
て
人
口
規
模

別
、
面
積
規
模
別
に
分
析

し
た
結
果
、
病
院
の
療
養

病
床
お
よ
び
一
般
病
床
の

推
計
入
院
患
者
の
二
次
医

療
県
内
へ
の
流
入
患
者
、

圏
外
へ
の
流
出
患
者
割
合

を
、
流
出
入
率
20
％
を
目

安
に
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

１
１
０
医
療
圏
が「
流
出

型
」、
98
医
療
圏
が「
流
出

入
型
」、
１
０
８
医
療
圏

が「
自
己
完
結
型
」、
20
医

療
圏
が「
流
入
型
」と
な
っ

て
い
た
。
さ
ら
に「
流
出

型
」は
他
の
型
に
比
べ
て

平
均
人
口
が
少
な
い
特
徴

が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
２

次
医
療
圏
を
人
口
別
に
見

る
と
、
人
口
20
万
人
以
下

で
は
流
出
率
が
流
入
率
を

大
き
く
上
回
る
傾
向
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
結
果
を
受
け

て
事
務
局
は
、
２
次
医
療

圏
の
あ
り
方
に
関
す
る
論

点
と
し
て
、
①
医
療
計
画

の
見
直
し
に
置
い
て
は
、

適
切
な
医
療
圏
が
設
定
さ

れ
た
う
え
で
、
医
療
圏
ご

と
に
必
要
な
医
療
提
供
体

制
を
検
討
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
、

②
二
次
医
療
圏
の
人
口
規

模
が
、
患
者
の
受
療
動
向

（
流
出
入
率
）に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
医
療
計
画
策
定
指
針

に
お
け
る
医
療
圏
の
設
定

に
関
し
て
、
一
定
の
人
口

規
模
を
目
安
と
し
て
示
す

こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
︱
︱
を
提

示
。
医
療
計
画
作
成
指
針

を
見
直
し
、
医
療
圏
設
定

に
つ
い
て
人
口
規
模
20
万

人
を
目
安
に
盛
り
込
み
た

い
考
え
を
示
し
た
。

委
員
か
ら
は「
都
道
府

県
に
よ
る
医
療
圏
の
設
定

を
縛
る
か
た
ち
に
な
っ
て

は
地
域
の
特
性
が
出
な
く

な
る
」「
二
次
医
療
圏
を
厳

密
に
決
め
る
必
要
は
あ
る

の
か
。
医
療
圏
を
越
え
て

患
者
が
動
い
て
い
る
の
が

現
実
だ
」な
ど
、
各
自
治

体
に
委
ね
る
べ
き
と
の
声

が
挙
が
っ
た
。

急
性
期
、
回
復
期
な
ど
、

医
療
機
能
の
異
な
る
立
場

か
ら
意
見
を
交
換

「
実
践
型
医
療
経
営
を
創

造
す
る
会
」は
11
月
２
日
、

福
岡
市
で
第
３
回
の
勉
強

会
を
開
催
し
た
。

「
創
造
す
る
会
」は
、
将

来
、
病
院
経
営
を
担
う
若

手
ス
タ
ッ
フ
が
、
自
分
た

ち
が
働
き
や
す
く
、
次
代

の
ス
タ
ッ
フ
が
就
職
し
た

く
な
る
病
院
に
す
る
た
め

に
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
を

考
え
、
実
践
す
る
こ
と
を

目
的
に
発
足
。
九
州
各
県

か
ら
12
人
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
熊
本
県
か
ら

の
参
加
者
が「
な
ぜ
連
携

は
進
ん
だ
か
」の
タ
イ
ト

ル
で
報
告
。
急
性
期
か
ら

慢
性
期
ま
で
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
で
有
名
な

熊
本
市
で
、
急
性
期
の
役

割
を
担
う
病
院
と
し
て
、

取
り
組
み
や
今
後
の
課
題

を
発
表
し
た
。

「
病
院
連
携
の
前
提
と
し

て
、
病
院
機
能
を
特
化
し

た
上
で
①
院
内
外
に
知
っ

て
も
ら
う
機
会
づ
く
り
、

②
安
心
し
て
送
れ
る
体
制

づ
く
り
が
必
要
。
特
に
院

内
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て

は
、＂
な
ぜ
在
院
日
数
を

減
ら
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
か
＂、＂
な
ぜ
連
携
が
必

要
な
の
か
＂
な
ど
、＂
な

ぜ
？
＂
を
つ
ぶ
し
、
戦
略

を
理
解
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
」と
指
摘
。

一
方
で
、「
療
養
や
介

護
と
の
連
携
は
、
ま
だ
具

体
的
に
見
え
て
こ
な
い
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
取

り
組
め
ば
よ
い
か
」と
参

加
者
に
質
問
を
投
げ
か
け

た
。
参
加
者
は
、「
回
復

期
病
院
に
対
し
望
む
こ
と

は
ど
ん
な
こ
と
だ
ろ
う

か
」「＂
創
造
す
る
会
＂の
中

で
、
回
復
期
、
療
養
型
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
、
連
携
の
た
め
に
必
要

な
こ
と
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
て
い
き
た
い
」な
ど
、

活
発
に
意
見
交
換
し
て
い

た
。

●  

第
３
回﹁
実
践
型
医

療
経
営
を
創
造
す

る
会
﹂

（
出
典
：「
フ
ェ
イ
ズ
・
ス
リ
ー
」

２
０
１
１
年
12
月
号〈
日
本
医
療
企
画
〉）
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